
オンライン投稿査読システムASP版

・査読委員の選定
・総合判定

・論文受付
・編集委員選定
・査読進捗管理
・査読督促　等

・ユーザ登録
・パスワード変更
・投稿、再投稿
・進捗閲覧

・論文ダウンロード
・論文査読
・査読結果の入力

オンライン投稿査読システムは、インターネットを通して論文投稿から査読依頼、査読結果の入力、査読進捗状況の閲覧、
そして最終的に論文誌への掲載可否の総合判定までを一貫して行うことができるシステムです。インターネットを利用す
ることから論文著者（投稿者）においては利便性の向上に繋がり、また査読工程も著者・学会事務局・編集委員・査読委
員間における処理のロスタイムが減少し、査読関連作業の効率化に繋がります。

●ASP方式の採用により専用サーバを用意する必要がなく、インターネットに接続の環境のみで使用可能
●システムは著者のための投稿プログラム（論文投稿・受付処理など）と、編集委員・査読委員のための査
読プログラム（査読委員の選定、査読論文のダウンロード、査読結果の入力、総合判定など）、そして学
会事務局のための管理プログラム（投稿論文の管理、査読進捗状況および査読結果の管理など）の3つの
コンポーネントから構成

●各プログラムは論文データベースを共有しデータベースはリアルタイムに追加更新
●インターネットを利用し著者はいつでも論文投稿が可能で査読進捗状況も投稿者個人毎のサイトで容易に
閲覧可能

●SSLを使用し、セキュリティも万全
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  システム導入により期待される効果

●投稿者の利便性向上
●学会事務局作業負担の軽減
●査読期間の短縮
●論文郵送費の節減



●サンビプロダクトセンターはプライバシーマーク、環境・品質 ISOの認証を取得しています。

①投稿者は最初にユーザ登録
②投稿者は割り当てられたサイトから
　新規投稿（論文情報・本文PDF） ③事務局は投稿論文の確認・受付

④編集委員長は投稿論文に対しての
編集委員を選定

⑦編集委員は査読委員の
査読結果から総合判定
を行い（掲載可・照会有・
掲載否）事務局に報告

⑧事務局は編集委員からの
最終判定を確認、投稿者
に報告

⑨投稿者は（照会有）
論文を修正し再投稿

⑩投稿者は（掲載可）論文の
　最終データアップロード

⑤編集委員は担当する査読委員を
選定 ⑥査読委員は論文PDFデータをダウンロード、

論文査読後、査読結果を入力
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投稿者の利便性向上と査読期間の短縮化を実現
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